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事業報告　埼玉県立さきたま史跡の博物館における史跡探訪

はじめに
史跡探訪開催当初は、埼玉県立さきたま史跡の博物館の主催事業ではなく、埼玉県立さきた
ま史跡の博物館と埼玉県立嵐山史跡の博物館の連携事業として平成 21年度に開催されたのが
始まりである。平成 22年度以降は、当館主催の館外事業として開催されている。
史跡探訪の開催趣旨は、「地域に残されている史跡を探訪することにより、埼玉県の歴史につ
いて理解を深め、史跡や文化財を大切にする心を養う。｣ となっている。
年度によって開催回数は異なるが、現在まで埼玉県内のさまざまな史跡を探訪してきた事業
である。

１史跡探訪の予約受付
史跡探訪は開催日の１ヵ月前の月初めから電話にて予約を受け付けている。参加費は無料で
あるが、１人 100 円の傷害保険料は参加者の負担となる。また、移動手段としてバスを利用す
る際は、別途バス運賃が必要となる。事業の広報は、当館のホームページやチラシを配架する
ことで開催案内を行っている。
　事業を担当する職員は、開催日までに予定しているルートの下見を行い、利用させていただ
く施設への挨拶、安全なルートや休憩場所、所要時間の確認等の準備を行っている。
参加者への詳細は、下見を行った後にルート変更や担当業務の確認といった最終調整を行い、
開催日の約１週間前に案内状を郵送する。

２史跡探訪当日の流れ
( １) 集合から出発まで
開催当日の集合時間より少し前に、職員は現地に到着するようにしており、当館からは３名
程の職員と数名のボランティアが参加し、参加者の安全確保やスムーズな進行を行えるよう事
業に臨んでいる。
　集合場所では、職員が点呼を行い、参加者から傷害保険料の 100 円を集金する。その際、他
の職員やボランティアは参加者にパンフレットや名札、傷害保険料の領収書が入った封筒を配
布する。集合時間になり参加者が全員揃い次第、
開会行事を始める。当日解説を担当する学芸員
が挨拶を行い、配布物に不備がないかの確認や
移動中の注意事項を伝える等する。その後、軽
い準備体操を行ってから出発するが、参加者か
ら集合時間に遅れると連絡があった際には、既
に集まっている参加者を対象に開会行事を実施
する。その後、職員のうちの１名がその場に残り、
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先に出発している参加者たちに合流できるように案内を行う。

( ２) 移動時の安全確認
史跡探訪での移動手段は主に徒歩での移動となっている。列の最前列にルート案内役の職員
や解説を担当する職員がおり、列の最後尾では、残りの職員が安全確認を行いながら移動する。
しかし、史跡探訪のルートには、細い道や交通量の多い道もあり、職員だけでは安全確保が難
しい。そのため、ボランティアが列の中間や最後尾で安全確認等の補助を行っている。

( ３) 各史跡での解説
各史跡の解説は主に当館の職員が行っているが、
一部の史跡では、他の博物館の方等に担当していた
だくこともある。また、墳丘を歩きながら解説を行
うことや石室内で解説を行うこともあるため、貴重
な体験をしながら知識を深めることが出来る。
　実際に史跡を見ながら解説を聴き、その史跡の現
状や規模、歴史を知ることで、｢地域に残されている
史跡を探訪することにより、埼玉県の歴史について理
解を深め、史跡や文化財を大切にする心を養う。｣ と
いう史跡探訪の開催趣旨に沿った事業となっている。

( ４) 史跡探訪終了後
史跡探訪終了後、出発前と同様に閉会行事として、解説を担当した学芸員が挨拶を行う。
閉会行事終了後は、参加者にアンケートとバインダー、鉛筆等を配布する。記入が終わった方
からアンケートと名札を返却していただき、現地での解散となる。

３配布資料
当日配布する資料には、日程やルートマップだけでなく、ルートに含まれている各史跡の画
像や概要なども記載されているため、学芸員の解説を聞きながら補足資料として活用していた
だける。

八幡山古墳での解説風景

配布資料表紙 配布資料本文
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４アンケート集計結果
　史跡探訪開催当初から令和元年度 12月までの間に
史跡探訪へ参加された方は、626 名 ( 年度によりボ
ランティアを含む）であった。
　平成 21年度及び平成 22年度に行われた史跡探訪
のアンケート結果は残っていないため、本稿では平
成 23年度から令和元年度 12月までに実施された史
跡探訪のアンケート結果を使用する。この期間の参
加者は 504 名 ( 年度によりボランティアを含む）で
あり、そのうちアンケートに回答してくださったの
は395名(年度によりボランティアを含む）であった。
　アンケートには、10の質問項目と感想・意見を記
入する欄があるが、本稿では、参加者のお住まいの県、
年代、史跡探訪への参加回数、満足度、職員対応の
５項目についてとその集計結果のグラフを掲載する。
また、感想 ･意見についても記載する。
　しかし、史跡探訪への参加回数については、アン
ケートの回答項目が年度によって異なっていたため、
1つのグラフではなく、２つに分けたグラフを掲載
する。
　図１は、参加者がどの県から参加しているのかを
表すグラフである。史跡探訪の参加者は埼玉県在住
の方が多い結果となっているのは、史跡探訪の開始
時間が９時頃である事が多く、県外から参加される
方には時間が厳しいという理由であったり、事業の
開催案内を知る場が県外の方より多いため、といっ
た可能性がある。
図２は、参加者の年代を表すグラフである。参加
された方は、60 代の方が 210 名と最も多く、次い
で 70代の方が 102 名であった。
図３･図４は、共に史跡探訪への参加回数を表すグ
ラフであるが、前述のとおり、回答項目が異なって
いた年度があったため、２つのグラフに分けて掲載
する。２つのグラフの結果から、初めて参加された
方は合計で 286 名と最も多く、次いで２回目の合計
57名となっている。
図５は、史跡探訪に参加して良かったと思えるか
を満足度として表したグラフである。最も多かった
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回答は、294 名の大変よいという項目であり、次い
でまあまあよいと 89名の方が回答した。
　図６は、史跡探訪当日の職員の対応を評価したグ
ラフである。最も多かったのは、264 名が回答した
大変よいという項目となっており、次いで 107 名が
回答したまあまあよいという結果となった。
感想・意見記入欄には、｢楽しかった｣ ｢また参加
したい｣ ｢より関心が高まった｣ ｢開催回数を増やし
てほしい｣ という意見が多く寄せられているが、な
かには ｢歩く距離が長くて疲れる｣ ｢一か所ごとの解
説をもう少し長くしてほしい｣ ｢歩行マナーが気にな
る｣ といった意見も寄せられている。好意的な意見
が多いが、今後課題となる意見も少なくない。特に
歩行マナーに関しては、写真を撮るために道に広が
る等の行為で、地域住民の迷惑となる場合や、参加
者自身が怪我をする恐れもある。そのため、職員側
もマナーには気を付け、参加者への注意喚起と安全
確認を行う必要がある。
　今後も史跡探訪を当館の事業として継続していく
場合は、「また参加したい」「より関心が高まった」
等と１人でも多くの方に思っていただける事業にし
ていきたい。
　また、｢歩く距離が長くて疲れる｣ といった意見に
は、バスの利用を検討をするといった改善を可能な
範囲で行っていきたい。

《参考 ･引用文献》

埼玉県立さきたま史跡の博物館　2010 ～ 2019「館報」NO. ５～ 14
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